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1.はじめに 

 TRD 工法（ソイルセメント地中連続壁工法）は、

所定の深さまで挿入したチェーンソー型の攪拌掘削

装置を横行させ、同時に固化液を注入し、等厚の連

続したソイルセメント壁を造成する工法である。カ

ッターチェーンの循環により地盤を鉛直方向に攪拌

混合する本工法により造成されたソイルセメント壁

は、地盤・土層・深度の変化に拘わらず、対象地盤

全層に亘り、強度や遮水性が高く均一である 1）。こ

のような利点を有するため、本工法は仮設壁として

開発・実用化がなされたが 2）、構造物の基礎工法 3）

や遮水壁工法 4）といった新しい分野への適用拡大が

なされつつあるものの、配合設計において重要であ

る室内と現場の強度や透水係数等の関係が、十分に

把握されていないのが現状である。 

本報文では、本工法により造成されたソイルセメ

ントの室内と現場における一軸圧縮強度と透水係数

の関係について報告する。 

2.室内と現場のソイルセメント強度及 

び透水係数 

1）施工規模・地盤・配合等の条件 

 対象地盤深度は、10～50m 程度、 

固化液の配合は、対象地盤に添加す 

る固化材量 200～300kg/m3程度、水 

固化材比（W/C）100～200%程度で 

ある。本工法は、対象地盤全深度を 

混合攪拌する工法であり、深度が深 

く、その殆どが互層地盤であること 

から、地盤を砂質土系地盤及び粘性 

土系地盤に分けて試験結果を示した。 

2）試験方法 

 室内配合試験は、対象地盤全層の 

土を採取・混合し、混合土に固化液 

を添加攪拌混合後、所定材令（28日） 

にてソイルセメント供試体の一軸圧縮強度試験（JIS 

A1216 準拠）及び透水試験〔JGS（三軸圧縮試験装

置を用いる透水試験）〕を実施した。現場配合試験は、

造成したソイルセメント壁よりボーリングにてコア

供試体を採取し、室内同様に一軸圧縮強度試験及び

透水試験を行った。 

3）室内と現場における強度 

 砂質土系地盤及び粘性土系地盤、各々10物件の室

内と現場における強度を表-1に、強度比（現場/室内）

を土質別に図 1～3に示す。 

砂質土系地盤の現場強度は 1.1～5.4N/mm2に、室

内強度は1.0～3.4N/mm2に分布し、強度比は 1～4で、

平均は 2である。 

粘性土系地盤の現場強度は 0.7～6.1N/mm2に、室

内強度は 1.1～4.6N/mm2に分布し、強度比は 1/2～2

で、平均は 1である。 

砂質土系と粘性土系を合わせた両地盤の強度比は、

1/2～4で、平均は 3/2である。以上より、強度は現

場が室内より大きい傾向にある。 

 

 

透水係数比 透水係数比

現場 室内 現場/室内 現場 室内 現場/室内
A 砂礫 2.60E-07 2.15E-07 1.21E+00 O 砂質固結シルト2.70E-08 1.85E-06 1.46E-02
F 砂礫 1.00E-08 8.25E-08 1.21E-01 P 砂質固結シルト6.80E-09 1.95E-08 3.49E-01

G シルト質砂 4.38E-07 6.55E-07 6.69E-01 Q 砂混じり固結シルト 8.90E-09 1.87E-08 4.76E-01
H 礫混じり砂 3.04E-08 7.20E-07 4.22E-02 R 砂質シルト 2.89E-08 3.29E-07 8.78E-02

I 礫混じり砂 1.06E-07 7.75E-08 1.37E+00 S 砂質固結シルト2.60E-08 2.94E-08 8.84E-01
6.82E-01 3.62E-01

5.22E-01

平均 平均
　　全　地　盤　平　均

砂質土系地盤 粘性土系地盤
現場
No.
地　　　盤
概　　　要

透水係数（sm/sec） 現場
No.
地　　　盤
概　　　要

透水係数（sm/sec）

強度比 強度比
現場 室内 現場/室内 現場 室内 現場/室内

A 砂礫 4.61 2.07 2.23 K 砂質固結シルト 1.62 3.82 0.42

B 砂礫 5.36 2.82 1.90 L 砂質固結シルト 1.49 2.65 0.56
C シルト質砂 1.11 1.14 0.97 M 砂混じり固結シルト 0.74 1.90 0.39

D シルト質砂 2.03 1.62 1.25 N 砂混じり固結シルト 1.13 1.88 0.60
E 粘土混じり砂礫 1.99 1.28 1.55 O 砂混じり粘土質シルト 2.43 1.1 2.21

F シルト混じり砂 4.74 1.38 3.43 P 礫混じり砂質シルト 6.08 4.58 1.33
G シルト質砂 3.66 2.31 1.58 Q 礫混じり砂質シルト 5.62 3.76 1.49

H シルト混じり砂 4.34 1.02 4.25 R 砂質シルト 4.72 3.13 1.51
I 礫混じり砂 5.05 3.41 1.48 S 砂質シルト 3.31 4.24 0.78

J 礫混じり砂 4.25 2.36 1.80 T 砂質固結シルト 1.87 3.48 0.54
2.05 0.98

1.51

平均 平均
　　全　地　盤　平　均

現場
No.
地　　　盤
概　　　要

強度（N/mm
2
）

砂質土系地盤 粘性土系地盤

現場
No.
地　　　盤
概　　　要

強度（N/mm
2
）

表-1 室内と現場における強度 

キーワード：TRD工法 ソイルセメント 配合設計 室内と現場 強度比（現場／室内） 透水係数（現場／室内）
連絡先：〒107-8533 東京都港区赤坂 6-13-7 株式会社テノックス TEL：03-3582-5168 FAX：03-3582-4714 

表-2 室内と現場における透水係数 
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4）室内と現場における透水係数 

 砂質土系地盤及び粘性土系地

盤、各々5 物件の室内と現場に

おける透水係数を表-2に、透水

係数比（現場/室内）を土質別に

図 4～6に示す。 

砂質土系地盤の現場透水係数

は 1.0E-08～4.4E-07cm/sec に、

室内透水係数は 7.8E-08 ～

7.2E-07cm/sec に分布し、透水係

数比は 0.04～1.4 の範囲で、平

均は 0.68である。 

粘性土系地盤の現場透水係数

は 6.8E-09～2.9E-08cm/sec に、

室内透水係数は 1.9E-08 ～ 

1.9E-06cm/sec に分布し、透水係

数比は、0.01～0.9の範囲で、平

均は 0.36である。 

砂質土系と粘性土系を合わせ

た両地盤の透水係数比は 0.01～

1.4 で、平均は 0.52 である。以

上より、透水係数は、現場が室

内より小さい傾向にある。 

3.まとめ 

・TRD工法のソイルセメントの

強度比（現場/室内）の平均は、

砂質土系地盤で 2、粘性土系地

盤で 1、両地盤で 3/2 となり、

現場における強度が室内に比べ大きい傾向にある。 

・TRD 工法のソイルセメントの透水係数比（現場/

室内）の平均は、砂質土系地盤で 2/3、粘性土系地

盤で 1/3、両地盤で 1/2となり、現場における透水係

数が、室内に比べ小さい傾向にあり、現場の方が高

い遮水性を示す。 

4.おわりに 

 上記の結果を、設計基準強度 Fc と室内強度 qulの

関係 Fc=（1-1.3V）・qul・α3・0.825）に適用すると、

砂質土系地盤ではqul=Fc、粘性土系地盤ではqul=2Fc、

両地盤では qul=1.3Fc となり〔α3：強度比（現場/

室内） V：現場強度の変動係数（TRD の実績より

V=0.31）、6〕）〕、設計基準透水係数 kと室内透水係数 

klの関係は、全地盤で kl=k6）と考えられるが、今後、 

 

多数の現場での強度、透水係数に関する種種のデー

タを取得・収集し、合理的で精度の高い配合設計を

行っていく。 

 

図-1 強度比（砂質土系地盤）

図-2 強度比（粘性土系地盤）

図-3 強度比（両地盤） 
 

図-6 透水係数比（両地盤）

図-5 透水係数比（粘性土系地盤）
 

図-4 透水係数比（砂質土系地盤）
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